
中
国
古
文
献

に
見
え
る
沈
香
に

1
そ
　
の
　
香
　
と
　
薬

う
い

効
1

て

高
　
　
　
橋

庸
　
　
　
郎

　
　
　
　
一
、
漢
代
文
献
に
見
え
る
沈
香

　
漢
成
帝
の
皇
肩
と
な
り
、
や
が
て
平
帝
が
即
位
す
る
に
及
ん
で
自
か
ら
そ
の

命
を
断
サ
た
鑓
飛
燕
は
、
皇
后
即
位
の
時
に
、
女
弟
昭
儀
よ
り
贈
り
物
を
受
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
明
細
が
『
西
京
雑
記
・
第
一
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
青
木
香
、
沈
水
香
、
九
眞
雄
爵
香
の
三
種
類
の
香
名
が
書
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
中
国
文
献
に
於
る
沈
香
の
初
出
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
成
帝

は
B
C
三
十
三
年
か
ら
B
C
七
年
に
か
け
て
位
に
つ
い
て
お
り
、
前
漢
末
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
他
の
二
つ
の
香
の
う
ち
、
青
木
香
に
つ
い
て

は
、
『
太
平
御
覧
、
香
部
』
所
引
の
　
『
ム
削
益
期
践
』
．
に
、

　
　
衆
香
共
是
一
木
木
節
是
青
木

　
　
①
衆
香
共
に
是
れ
一
木
、
木
の
節
は
是
れ
青
木

と
あ
り
、
ま
た
『
本
草
綱
目
・
草
部
』
の
木
香
の
項
に
は
、

て
、　

　
　
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
番
に
つ
い
■
て

「
癬
名
」
と
し

　
　
蜜
香
別
録
、
青
木
香
弘
景
、
五
木
香
図
鯉
、
「
南
木
香
綱
目
」

　
と
あ
り
、
李
時
珍
は
、

　
　
木
香
草
類
也
本
名
蜜
香
因
其
香
氣
如
蜜
也
。
縁
沈
香
中
有
蜜
香
、
遂
詑
爲

木
香
爾
昔
人
謂
之
青
木
香
後
人
因
呼
馬
兜
鎗
根
爲
青
木
香
乃
呼
此
爲
南
木
香

　
廣
木
香
別
之

　
　
②
　
木
香
は
、
草
類
な
り
。
木
密
香
と
名
づ
く
、
其
の
香
気
密
の
如
き
に
因
る
な

　
　
　
り
。
沈
香
中
密
香
有
る
に
縁
り
て
、
遂
い
に
靴
し
て
木
香
と
為
る
（
爾
）
、
昔
の
人

　
　
　
之
を
青
木
香
と
謂
う
。
後
人
馬
兜
鈴
の
根
を
呼
ん
で
青
木
香
と
為
す
に
因
り
て
、

　
　
　
乃
ち
此
を
呼
ん
で
南
木
香
と
為
し
、
広
木
香
は
之
に
別
な
り
。

　
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
で
み
る
と
、
木
香
と
は
蜜
香
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
沈
香
の
蜜
あ
る
も
の
の
一
種
で
あ
り
、
ま
た
昔
し
は
青
木
香
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
青
木
香
、
木
香
、
蜜
香
、
沈
香
は
そ

も
そ
も
同
一
の
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
沈
香

そ
の
も
の
も
そ
の
規
格
に
よ
っ
て
淺
香
、
黄
熟
香
等
と
そ
の
呼
び
方
が
異
る
よ

う
に
、
青
木
香
と
い
う
名
称
も
、
も
と
は
香
木
樹
の
形
態
、
色
調
等
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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阪
南
論
喋
人
文
・
自
然
科
学
編
、
第
二
十
四
巻
第
一
号

て
一
そ
の
部
位
部
分
に
与
え
ら
れ
た
名
称
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前

漢
の
時
代
は
、
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
ま
た
仏
教
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
時
代
で

あ
り
、
焼
香
、
焚
香
の
風
が
そ
う
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

し
、
ま
し
て
や
香
木
の
色
や
部
位
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
別
称
が
与
え
ら
れ
る

程
、
香
木
に
対
す
る
需
要
が
多
様
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
『
西
京
雑

記
』
は
葛
洪
の
撰
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
漢
の
劉
歓
の
撰
と
も
、
ま
た
梁
の

呉
均
の
依
托
に
よ
る
も
の
と
も
言
わ
れ
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
い
づ
れ
に
し

て
も
こ
σ
飛
燕
に
対
す
る
贈
り
も
の
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
六
朝
期
の
臭
い
が

強
く
、
前
漢
期
の
も
の
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。
故
に
こ
こ
に
言
う
沈
香
、

青
木
香
は
、
撰
者
が
、
彼
自
身
の
生
き
た
時
代
の
感
覚
で
書
き
つ
づ
っ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
宋
劉
義
慶
『
世
説
新
語
・
沙
移
』
に
、

　
　
石
崇
廊
常
有
十
鉄
蝉
侍
列
皆
麗
服
藻
飾
置
甲
煎
粉
沈
香
汁
之
麗
無
不
畢
備

　
又
與
新
衣
箸
令
出
客
多
差
不
能
如
厨
王
大
將
軍
往
脱
故
衣
箸
新
衣
沖
色
傲
然

　
郡
碑
相
謂
日
此
客
必
能
作
賊

　
　
③
　
石
崇
の
厨
に
常
に
十
鉄
の
碑
有
り
て
侍
し
て
列
す
。
皆
麗
服
藻
飾
し
て
、
甲
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
粉
、
沈
香
汁
の
属
を
置
く
、
備
畢
ら
不
る
無
し
。
又
た
新
衣
を
与
え
箸
（
著
）
せ

　
　
　
て
出
だ
し
む
。
客
多
く
差
じ
て
廊
に
如
く
能
わ
ず
。
王
大
将
軍
、
往
き
て
故
き
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白

　
　
　
を
脱
ぎ
、
新
衣
を
箸
（
著
）
て
、
浦
色
傲
然
た
り
。
郡
蝉
相
い
謂
り
て
日
く
、
此

　
　
　
の
客
必
ず
能
く
賊
と
作
シ
む
。

．
と
い
う
話
し
が
見
え
る
。
こ
れ
は
・
『
晋
書
・
王
敦
樽
』
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記

述
で
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
話
し
が
『
世
説
新
語
』
て
は
「
沙
修
」
の
項

に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
所
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
石
崇
の
尋
常
で
な
い
豪

著
振
り
を
、
厨
の
豪
華
さ
で
代
表
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
碑
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
天

や
そ
の
「
麗
服
藻
飾
」
及
び
そ
の
、
「
與
新
衣
箸
■
（
着
）
令
出
」
亡
い
う
所
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
「
置
中
煎
粉
、
■
沈
香
汁
之
属
」
と
い
う

こ
と
も
、
そ
の
豪
華
さ
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
－
そ
れ
は

こ
の
部
分
に
対
す
る
梁
の
劉
孝
標
の
注
の

　
　
語
林
日
劉
楚
詣
石
崇
如
厨
見
有
緯
紗
帳
大
沐
菌
馨
甚
麗
雨
碑
持
錦
香
嚢
建

　
入
邊
反
走
印
謂
崇
日
向
誤
入
卿
室
内
崇
日
是
厨
耳

　
　
④
　
語
林
に
日
く
、
劉
寡
石
崇
に
詣
り
て
、
固
に
如
き
て
緯
紗
の
帳
、
大
抹
の
菌
尊

　
　
　
（
褥
）
の
甚
だ
麗
な
る
も
の
、
爾
り
の
蝉
の
錦
の
香
嚢
を
持
す
る
を
見
る
。
尭
入

　
　
　
り
て
遼
か
に
反
り
て
走
る
。
即
ち
崇
に
謂
り
て
日
く
、
向
う
に
誤
り
て
卿
が
室
の

　
　
　
内
に
入
る
と
。
崇
日
く
、
是
れ
廊
の
み
（
耳
）
と
。

　
を
み
て
も
解
る
。
香
は
当
時
と
し
て
は
、
恐
ら
く
非
常
に
珍
レ
く
、
高
価
な

も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
劉
義
慶
は
六
朝
の
半
ば
宋
の
人
で
あ
る
か
ら
、
香

材
も
晋
以
後
そ
ろ
そ
ろ
貴
族
の
間
で
は
流
行
し
は
じ
汐
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
こ
こ
に
言
う
「
沈
香
汁
」
と
い
う
の
は
一
体
ど
ん
な
も
の
か
判
然

と
し
な
い
。
六
朝
以
来
「
沈
香
」
は
香
材
の
中
で
も
最
も
主
要
な
も
の
の
一
つ

で
あ
り
、
以
後
の
文
献
に
も
屡
々
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
沈
香
汁
」
と
い

う
も
の
は
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
石
崇
の
廊
に
置
か
れ
た
も
う
一
つ
の
香
で
あ

る
甲
煎
と
い
う
の
は
、
甲
香
の
こ
と
で
、
『
廣
志
』
に
は
、
「
甲
香
出
南
方
」
と

あ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
・
香
部
』
所
引
の
『
南
州
異
物
志
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
甲
香
螺
属
也
大
者
如
願
面
前
一
邊
直
携
長
数
寸
園
殻
岨
盾
有
刺
其
掩
可
合

　
衆
香
焼
之
皆
使
盆
芳
獺
焼
則
嘉
甲
香
一
名
流
螺
謂
之
中
流
寂
厚
味
萢
嘩
香
方

　
日
甲
煎
淺
浴

　
　
⑤
　
甲
香
は
、
螺
の
属
な
り
。
大
な
る
者
は
甑
の
如
し
。
面
前
の
一
辺
は
直
に
し
て

　
　
捜
か
に
長
ざ
敷
寸
、
園
り
の
殻
は
岨
曙
と
し
て
刺
有
り
。
其
の
掩
は
衆
香
と
合
し
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て
之
を
焼
く
可
し
。
皆
芳
を
益
さ
使
む
。
独
だ
焼
せ
ば
則
ち
墓
し
。
用
香
は
一
に

　
　
　
流
螺
と
名
づ
く
、
之
を
中
流
と
謂
い
最
も
厚
き
味
な
り
。
萢
嘩
香
方
に
日
く
、
甲

　
　
　
煎
は
浅
浴
な
り
と
。

　
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
甲
香
は
螺
、
淡
水
に
す
む
ニ
シ
ガ
イ
の
一
．
衝
で
、
そ
σ

甲
（
貝
殻
）
を
焼
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を
焼
い
て
は
悪
臭
で
し
か
な
い

か
ら
、
他
の
香
を
混
じ
て
焼
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
甲
を
焼
く
と
言
っ

て
も
丸
ご
と
焼
く
訳
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
他
の
香
と
合
せ
て
焼

く
と
い
う
か
ら
に
は
や
は
り
粉
状
に
砕
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
恐
ら
く

「
甲
煎
粉
」
で
あ
る
。
『
本
草
綱
目
』
に
は
、
甲
煎
の
「
集
解
」
と
し
τ
、
．

　
　
藏
器
日
甲
煎
以
諸
藥
及
美
果
花
焼
灰
和
蟻
成
口
脂
所
主
與
甲
香
略
同

　
　
⑥
藏
器
日
く
、
甲
煎
は
、
諸
の
薬
及
び
美
な
る
果
花
を
以
て
焼
き
、
灰
は
蝿
ど
和

　
　
　
し
て
□
脂
を
成
る
。
主
る
所
は
甲
煎
と
略
ぼ
同
じ
。

　
と
あ
る
。
ま
た
李
時
珍
は
更
に
続
け
て
、

　
　
甲
煎
以
甲
香
同
沈
爵
諸
薬
花
物
治
成
可
作
脂
及
焚
熱
也
唐
李
義
山
詩
所
謂

　
沈
香
甲
煎
爲
廷
僚
者
即
此

　
　
⑦
甲
煎
は
、
甲
香
を
以
て
、
沈
・
蠕
・
諸
薬
・
花
物
と
同
じ
く
治
し
成
す
。
脂
を

　
　
．
作
り
焚
熱
す
可
き
な
り
。
唐
の
李
義
山
の
詩
に
謂
う
所
の
、
「
沈
香
、
甲
煎
は
延

　
　
　
燈
と
を
為
す
」
は
、
即
ち
此
れ
な
り
。

　
と
言
っ
て
い
る
。
故
に
こ
こ
で
は
甲
香
、
沈
香
、
爵
香
や
、
他
の
薬
花
物
を

粉
状
に
し
て
混
合
七
た
毛
の
を
甲
煎
粉
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
本
草

綱
目
』
は
甲
香
の
「
修
治
」
の
条
に
、

　
　
鞍
日
凡
使
用
生
茅
香
皇
角
同
煮
牛
日
石
臼
揚
箭
用
之
経
験
方
日
凡
使
用
黄

　
泥
同
水
煮
一
旧
温
水
浴
過
再
以
米
滑
或
灰
汁
煮
一
日
再
浴
過
以
蜜
酒
煮
一
日

■
浴
過
縛
干
用
頒
日
傳
信
方
載
其
法
云
毎
甲
香
一
■
斤
以
滑
斗
半
徴
火
煮
一
復
時

　
　
　
申
掴
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
κ
つ
い
て
■
。

　
換
滑
再
煮
凡
三
換
漉
出
衆
乎
刮
去
香
上
挺
物
以
白
蜜
三
合
水
一
斗
微
火
煮
干

　
又
以
蜜
三
合
水
■
一
・
斗
再
煮
都
三
復
時
以
香
燗
止
乃
以
炭
火
焼
地
令
熱
酒
酒
令

　
潤
鋪
香
干
上
以
新
瓦
蓋
上
一
復
時
待
冷
硬
石
臼
木
杵
指
燭
入
沈
香
末
三
雨
爵

　
■
一
分
和
揚
印
成
以
瓶
貯
之
埋
過
経
久
方
焼
凡
焼
此
香
須
用
大
火
燈
多
着
熱
灰

　
剛
炭
猛
焼
令
蓋
去
之
濾
労
着
火
暖
水
即
香
不
散
此
法
出
干
劉
菟
奉
濃
也
宗
爽

　
日
甲
馬
善
能
管
香
姻
與
沈
檀
龍
爵
香
用
之
尤
佳

　
　
⑧
　
籔
日
く
、
凡
そ
使
う
は
、
生
茅
■
香
・
皇
角
を
用
っ
て
煮
る
こ
と
半
日
。
石
臼
に

　
　
　
て
揚
き
、
飾
い
て
之
を
用
う
。
経
験
方
に
日
く
、
凡
そ
使
う
は
、
黄
泥
を
用
っ
て

　
　
　
水
と
同
し
て
煮
る
こ
と
一
日
、
温
水
に
浴
し
過
し
、
再
び
、
米
柑
或
い
は
灰
汁
で

　
　
　
以
っ
て
煮
る
こ
と
一
日
。
再
び
浴
過
し
、
蜜
・
酒
を
以
っ
て
煮
る
こ
と
一
日
、
浴

　
　
　
過
し
て
縛
干
し
て
用
う
。
類
に
日
く
、
傳
信
方
に
其
の
法
を
載
す
。
＝
云
ぐ
、
甲
香

　
　
　
一
斤
毎
に
、
滑
斗
牛
を
以
っ
て
、
徴
火
に
て
煮
る
こ
と
一
復
時
。
滑
を
換
え
て
再

　
　
　
び
煮
る
。
凡
そ
三
た
び
換
え
て
漉
出
す
。
刮
に
衆
め
、
香
上
の
漣
物
を
去
る
。
白

　
　
　
蜜
三
合
、
・
水
一
斗
を
以
っ
て
微
火
に
て
干
す
。
又
た
蜜
三
合
、
水
一
斗
を
以
っ
て

　
　
　
再
び
煮
す
。
都
て
三
復
時
。
香
燭
す
る
を
以
っ
て
止
む
。
乃
ち
炭
火
を
以
て
焼
き

　
　
　
熱
せ
し
め
、
酒
に
酒
し
て
潤
た
ら
し
め
、
上
に
香
を
鋪
く
、
新
瓦
の
蓋
を
以
っ
て

　
　
．
上
る
こ
と
一
復
時
。
冷
し
て
硬
な
る
を
待
ち
、
石
日
木
杵
に
て
揚
き
て
燭
す
。
沈

　
　
　
香
の
末
三
両
、
一
魔
一
分
を
入
れ
和
し
て
揚
い
て
印
し
て
成
る
。
瓶
を
以
っ
て
之
を
．

　
　
　
貯
し
、
埋
め
て
久
し
く
纏
れ
ば
方
に
焼
く
。
凡
そ
此
の
香
を
饒
く
に
は
大
な
る
火

　
　
　
燈
を
用
う
須
し
。
多
く
熱
灰
を
着
け
、
剛
炭
猛
し
く
焼
し
て
轟
せ
し
め
て
之
を
去

　
　
二
る
。
燈
労
に
火
を
着
し
て
水
を
暖
め
れ
ば
即
ち
香
散
ら
ず
、
此
の
法
は
劉
尭
の
奉

　
　
　
穫
よ
り
出
ず
る
な
り
、
宗
爽
日
く
、
甲
香
は
善
く
能
く
香
姻
を
管
す
ρ
■
沈
・
檀
・

　
　
　
龍
・
魔
香
と
と
も
に
之
を
用
う
れ
ば
尤
も
佳
L
。

　
と
言
っ
て
い
る
』
ヒ
こ
に
記
さ
れ
た
用
い
方
は
大
体
、
他
の
夜
体
状
の
香
材

等
と
合
せ
て
煮
て
、
固
め
、
千
燥
さ
せ
て
、
そ
れ
を
臼
、
杵
で
措
い
て
砕
い
て

焼
く
と
い
う
方
式
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
「
頒
日
」
に
は
、
「
入
沈
香
末
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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雨
」
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
結
局
、
「
燈
勇
着
火
暖
水
」
と
あ
る
よ
う
な
所

か
ら
考
え
る
と
、
以
上
述
べ
ら
れ
た
各
段
階
で
の
液
状
の
も
の
等
が
、
石
崇
の

厨
に
置
か
れ
た
「
沈
香
汁
之
麿
」
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
、
沈
香
の
薬
効

　
一
般
に
香
材
は
薬
材
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
爵
香
は
丹
薬

の
中
に
練
り
込
ま
れ
て
邪
氣
、
墨
害
を
除
く
の
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
警
金
香
が

神
氣
を
養
う
の
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
は
、
『
抱
朴
子
』
を
は
じ
め

と
す
る
六
朝
時
代
の
神
仙
道
家
の
書
に
は
数
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
何

故
か
沈
香
は
こ
う
し
た
薬
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
案
に
相
違
し

て
少
い
。
例
え
ば
あ
れ
程
多
く
の
丹
薬
の
材
料
が
出
て
来
石
『
抱
朴
子
』
に

も
、
沈
香
は
一
度
と
し
て
登
場
し
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
の
主
な
理
由
は
、
第

一
に
沈
香
は
中
国
に
斎
さ
れ
た
の
が
遅
く
、
本
格
的
に
は
恐
ら
く
六
朝
期
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
魔
香
や
欝
金
香
は
已
に
周
代

か
ら
各
種
儀
礼
の
必
需
晶
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
使
用
の
歴
史
か
沈
香
等
よ

り
圧
倒
的
に
長
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
二
に
沈
香
と
い
う
語
は

専
ら
香
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
に
対
す
る
名
称
で
あ
り
、
同
種
の
香
木
材
で

あ
っ
て
も
薬
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
に
は
、
そ
う
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い

た
訳
で
は
な
い
に
し
ろ
、
他
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
薬
材
的
名
称
と
し
て
は
木
香
と
い
う
言

い
方
な
ど
が
そ
れ
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
か
と
言
っ
て
勿
論
、
沈
香
が
薬
材
と
し

て
全
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
『
政
和
護
類

三
〇

本
草
』
で
は
僅
か
に
一
条

　
　
沈
香
微
温
療
風
水
毒
腫
去
悪
氣

　
　
⑨
　
沈
香
は
微
温
、
風
水
毒
腫
を
療
し
、
悪
氣
を
去
る
。

　
と
記
し
て
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
李
時
珍
は
更
に
『
本
草
綱
目
』
で
、
「
主
治
」

と
し
て
六
条
追
加
し
て
い
る
。

　
　
李
拘
日
主
心
腹
痛
雲
凱
中
悪
邪
鬼
痩
氣
清
人
紳
並
宜
酒
煮
服
之
諸
瘡
腫
宜

　
入
膏
中

　
　
大
明
日
調
中
楠
五
臓
盆
精
牡
陽
暖
腰
膝
止
韓
筋
吐
潟
冷
氣
破
薇
癖
冷
風
麻

　
痒
骨
節
不
任
風
漏
皮
膚
療
療
氣
利

　
　
李
時
日
治
上
熱
下
寒
氣
逆
喘
急
大
腸
虚
閉
小
便
氣
淋
男
子
精
冷

　
　
李
果
日
補
膵
胃
及
疲
挺
血
出
於
脾

　
　
⑭
　
李
拘
日
く
、
心
腹
痛
雷
凱
を
主
り
、
悪
邪
鬼
症
氣
を
中
に
し
、
人
神
を
清
め
、

　
　
　
並
に
酒
に
て
麦
て
之
を
服
す
宜
し
。
諸
瘡
は
膏
中
へ
入
れ
る
宜
し
。

　
　
　
　
大
明
日
く
、
五
臓
を
調
中
し
補
い
、
精
牡
を
盆
し
、
腰
膝
を
陽
暖
し
、
轄
筋
、

　
　
　
吐
潟
、
冷
気
を
止
め
、
廠
察
冷
風
、
麻
痒
、
骨
節
不
任
、
風
漏
、
皮
膚
の
療
瘡

　
　
　
を
破
り
、
気
利
と
な
る
。

　
　
　
．
時
珍
日
く
、
上
熱
下
寒
、
氣
逆
喘
急
、
大
腸
の
虚
閉
、
小
便
気
淋
、
男
子
の
精

　
　
　
の
冷
え
た
る
を
治
す
。

　
　
　
　
李
果
日
く
、
脾
胃
及
び
疫
誕
の
膵
に
於
け
る
血
出
を
補
す
。

　
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
最
後
の
、
「
李
果
日
」
以
外
は
凡

て
、
■
ど
う
も
沈
香
の
も
つ
爽
快
清
例
な
清
香
に
依
拠
し
た
処
法
で
あ
っ
て
、
沈

香
の
香
材
そ
の
も
の
も
の
が
含
有
す
る
薬
材
的
素
材
に
薬
効
を
求
め
た
も
の
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
本
草
綱
目
』
・
は
他
に
「
附
方
」
と
し
て
約
七
条

の
処
方
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、

中国古文献に見える沈香について--その香と薬効--

Page:4無断転載禁止。　



　
　
諸
虚
寒
熱
冷
疾
虚
熱
冷
香
湯
用
沈
香
附
子
炮
等
分
水
一
一
蓋
煎
七
分
露
一
夜

　
空
心
温
服

　
　
胃
冷
久
嘔
沈
香
紫
蘇
白
豆
蓬
仁
各
一
銭
爲
末
毎
柿
薄
湯
服
五
七
分

　
　
心
紳
不
足
火
不
降
水
不
升
健
忘
驚
悸
朱
雀
丸
用
沈
香
五
銭
伏
疎
二
雨
爲
末

　
練
蜜
和
丸
小
豆
大
毎
食
後
人
参
湯
服
三
十
丸
日
二
服

　
　
腎
虚
目
黒
暖
水
臓
用
沈
香
一
雨
蜀
淑
去
目
沙
出
汗
四
雨
爲
末
酒
糊
丸
梧
子

　
大
毎
服
三
十
丸
空
心
盤
湯
下

　
　
痘
瘡
黒
陪
沈
香
檀
香
乳
香
等
分
菱
於
盆
内
抱
兄
於
上
薫
之
印
超

　
　
⑪
　
諸
の
虚
寒
熱
冷
、
淡
虚
熱
冷
は
、
香
湯
沈
香
、
附
子
を
用
っ
て
炮
す
る
こ
と
等

　
　
　
分
し
、
水
蓋
は
七
分
煎
じ
て
一
夜
露
わ
し
、
空
心
温
服
す
。

　
　
　
　
胃
の
冷
す
る
こ
と
久
晒
な
れ
ぱ
、
沈
香
、
紫
蘇
、
白
豆
憲
仁
各
一
銭
を
末
ど
爲

　
　
　
し
、
毎
に
柿
の
稽
と
五
七
の
分
に
て
温
服
す
。

　
　
　
　
心
神
不
足
し
、
火
降
ら
ず
、
水
升
ら
ず
、
健
忘
驚
悸
の
と
き
、
朱
雀
丸
は
沈
香

　
　
　
五
銭
、
伏
神
二
両
を
用
っ
て
末
と
為
し
、
蜜
を
練
っ
て
和
し
て
小
豆
大
に
丸
と

　
　
　
し
、
毎
に
食
後
、
人
参
湯
と
三
十
丸
を
服
し
て
、
日
に
二
服
ず
。

　
　
　
　
腎
虚
に
し
て
目
黒
く
水
臓
を
暖
む
る
に
は
、
沈
香
一
両
と
、
蜀
淑
の
目
沙
を
去

　
　
　
っ
て
汗
を
出
し
た
も
の
四
両
を
末
と
為
し
、
酒
糊
を
梧
子
大
に
丸
と
し
、
毎
に
三

　
　
　
十
丸
服
し
、
空
心
盟
湯
下
す
。

　
　
　
　
痘
瘡
黒
陪
な
る
は
、
沈
香
、
檀
香
、
乳
香
を
等
分
に
し
、
盆
に
於
て
熱
し
、
内

　
　
　
に
児
を
抱
き
て
、
上
に
於
い
て
之
を
薫
ず
れ
ば
即
ち
起
つ
。

　
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
も
、
最
後
の
条
の
処
方
が
よ
く
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
や
は
り
沈
香
の
香
味
に
そ
の
用
途
の
理
由
を
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
苦
く
難
飲
の
も
の
を
飲
み
や
す
く
し
、
飲
ん
だ
後
の
爽
快
感
が
、
服

用
者
に
、
薬
効
の
増
大
感
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
香
物
に
対
す
る
考
え
方
は
宋
以
後
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
香

　
　
　
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て

材
を
香
そ
の
も
の
と
し
て
聞
き
楽
し
む
、
い
わ
ゆ
る
趣
昧
と
し
て
の
香
遺
的
な
・

も
の
、
い
ま
一
つ
は
、
唐
以
来
徐
々
に
濁
自
の
道
を
発
展
し
て
来
た
、
所
謂
本

草
学
に
、
香
材
が
香
そ
の
も
の
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た

も
の
と
し
て
の
香
材
で
あ
る
。
李
時
珍
が
『
本
草
綱
目
』
に
蒐
集
し
た
沈
香
に

っ
い
て
の
「
主
治
」
「
附
方
」
は
、
す
べ
て
沈
香
の
香
味
に
拠
っ
た
も
の
で
、

香
材
の
薬
事
的
効
果
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
、
断
言
し
て
し
ま
う
の
は
、

些
か
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
等
の
中
に
は
や
は
り
分
析
的
な
薬
用
要

素
の
効
果
に
依
拠
し
た
処
方
も
無
し
と
は
し
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

い
づ
れ
に
し
て
も
李
時
珍
の
そ
れ
等
は
、
飽
く
ま
で
、
宋
以
後
の
あ
る
程
度
の

歴
史
的
時
間
経
過
の
う
ち
に
達
成
さ
れ
た
本
草
学
の
成
果
の
上
に
立
っ
た
も
の
■

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
故
に
そ
れ
が
沈
香
の
薬
効
に
つ
い
て
は
、

『
本
草
綱
目
』
以
前
殆
ん
ど
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
所
以
で
あ
る
。

三
、
沈
香
の
匂
い
と
そ
の
材

　
『
太
平
御
覧
・
香
部
』
所
引
の
『
郭
子
横
洞
宴
記
』
に
、

　
　
薫
木
鮮
砥
所
献
色
如
玉
而
質
軽
涯
之
昆
盧
池
爲
舟
燗
則
沈
棄
砕
其
屑
氣
聞

　
藪
百
里
氣
之
所
至
毒
疫
皆
除

　
　
⑫
　
薫
木
は
鮮
頑
の
献
ず
る
所
な
り
。
色
は
玉
の
如
く
し
て
質
は
軽
し
。
之
を
昆
慮

　
　
　
の
池
に
涯
か
ぺ
て
舟
を
為
り
、
燭
ず
れ
ぱ
則
ち
沈
む
な
り
。
其
の
屑
を
砕
け
ば
、

　
　
　
気
は
数
百
里
に
聞
こ
ゆ
。
気
の
至
る
所
、
毒
疫
皆
除
か
る
。

　
と
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
舟
材
が
沈
香
で
あ
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
■

「
燭
則
沈
棄
」
な
ど
と
い
う
所
を
見
る
と
ど
ラ
も
沈
香
で
あ
る
ら
し
い
。
ま
た

沈
香
を
木
か
ら
採
取
す
る
方
法
過
程
が
、
後
に
掲
げ
る
他
の
多
く
の
書
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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よ
う
に
、
当
土
人
が
木
を
研
り
倒
し
て
そ
れ
を
長
年
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
幹

を
腐
ヶ
せ
、
あ
と
に
残
っ
た
も
の
が
沈
香
で
あ
る
と
す
る
の
と
、
こ
の
舟
の
場

合
は
よ
く
似
か
よ
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
こ
の
、
「
氣
之
所
至
毒
疫
皆
除
」
は
、

『
本
草
』
以
外
に
書
か
れ
た
沈
香
の
薬
効
と
い
う
極
め
て
珍
し
い
記
述
と
い
う

こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
沈
香
の
木
は
そ
の
ま
ま
で
は
香
が
な
い
と
い
う
こ
と
を

裏
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
太
平
廣
記
・
香
薬
』
所
引
の
『
出

國
史
纂
異
』
、

　
　
唐
太
宗
問
高
州
首
領
据
器
云
卿
宅
去
沈
香
遠
近
封
日
宅
左
右
副
出
香
樹
然

　
其
生
者
無
香
唯
朽
者
始
香
棄

　
　
⑬
　
唐
の
太
宗
、
高
州
の
首
領
漏
益
に
問
い
て
云
く
、
卿
が
宅
、
沈
香
を
去
る
こ
と

　
　
　
遠
近
な
る
か
。
対
え
て
日
く
、
宅
の
左
右
、
即
ち
香
樹
出
ず
。
然
る
に
千
の
生
な

　
　
　
る
者
は
香
無
く
、
唯
だ
朽
す
る
老
に
し
て
始
め
て
香
り
す
。

　
と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
沈
香
と
い
う
の
は
一
木
の
中
の
心
に
当

る
所
の
極
く
一
部
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
木
全
体
が
沈
香
で
あ
る
訳
で
は
な
い
の
、

で
あ
る
。
し
か
し
宋
の
孔
平
仲
の
撰
に
な
る
『
績
世
説
』
に
は
、

　
　
唐
太
宗
與
謂
后
宮
中
観
燈
問
執
與
晴
主
日
彼
亡
國
之
君
陛
下
開
基
之
主
蓉

　
倹
不
同
爾
帝
日
階
主
何
如
后
日
毎
除
夜
殿
前
諸
位
設
火
山
藪
十
毎
一
山
焚
沈

　
香
敷
車
沃
以
甲
煎
熔
起
数
丈
香
藪
十
里
一
夜
用
沈
香
二
百
鉄
車
甲
煎
一
百
鎗

　
石
房
中
不
然
膏
火
懸
賓
珠
一
百
二
十
照
之
太
宗
口
刺
其
著
心
服
其
盛

　
．
⑭
唐
の
太
宗
、
粛
后
と
宮
中
に
燈
を
観
る
。
問
う
。
陪
王
と
熟
れ
ぞ
、
日
く
、
彼

　
　
　
は
亡
国
の
君
、
陛
下
は
基
を
開
く
の
主
、
奮
倹
な
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
帝
日

　
　
　
く
、
陪
主
は
何
如
、
后
日
く
、
毎
に
除
夜
に
は
殿
前
の
諸
位
に
火
山
数
十
を
設

　
　
　
け
、
毎
に
一
山
に
は
沈
香
数
車
を
焚
く
。
沃
す
る
に
甲
煎
を
以
っ
て
す
。
熔
は
起

　
　
　
み
こ
と
数
丈
、
香
は
数
十
里
、
　
一
夜
に
沈
香
二
百
余
車
、
甲
煎
一
百
余
石
を
用

　
　
　
う
。
房
中
膏
火
を
然
や
さ
ず
、
宝
珠
一
百
二
十
を
懸
け
て
之
を
照
ら
す
。
太
宗
口

三
二

　
　
　
に
は
其
の
著
を
刺
す
れ
ど
其
の
盛
な
る
に
心
服
す
。

．
と
い
う
話
し
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
見
て
来
た
よ
う
に
沈
香
は
一
本
の

大
樹
か
ら
で
も
極
く
僅
か
し
か
取
れ
な
い
貴
重
な
品
で
あ
る
。
『
讃
史
方
輿
紀

要
』
の
廣
東
・
廣
州
府
、
番
禺
縣
の
条
に
あ
る

　
　
沈
香
浦
在
府
西
二
十
里
江
濱
相
樽
呉
隠
之
任
還
妻
劉
氏
鰯
斎
沈
香
隠
之
見

　
而
投
於
浦
因
名
奮
有
亭
今
廣

　
　
⑮
　
沈
香
浦
は
、
府
の
西
二
十
里
、
江
濱
に
在
り
。
相
い
傳
う
る
に
、
呉
隠
之
、
任

　
　
　
に
還
え
る
に
、
妻
劉
氏
濁
り
沈
香
を
斎
す
。
隠
之
見
て
、
浦
に
投
ず
。
因
り
て
名

　
　
　
づ
く
。
旧
し
亭
有
り
、
今
廃
さ
る
。

　
と
い
う
話
し
も
、
呉
隠
之
が
清
廉
の
士
と
し
て
名
を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
清
廉
の
士
に
は
沈
香
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
そ
れ
程

沈
香
は
高
価
で
賛
澤
な
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
考
え
れ
ば
い
か
に
太
宗
と

は
言
え
そ
れ
を
、
二
夜
用
沈
香
二
百
蝕
車
」
と
い
う
の
は
些
か
大
袈
裟
に
過

ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
太
宗
の
著
を
強
調
す
る
為
の
作
り
話
し
か
或
は
故
意

に
針
小
棒
大
に
表
現
し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
ま
た
、
て
の

場
合
の
沈
香
は
、
や
が
て
腐
朽
し
て
沈
香
が
採
取
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
の
木
樹

そ
の
も
の
を
指
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
「
二
百
錐

車
」
と
い
う
の
も
一
概
に
荒
唐
無
稽
な
話
し
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
そ
の
場
合
は
、
後
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
沈
香
の
木
そ
の
も
の
の
考
察
と

も
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
沈
香
の
木
は
外
見
で
あ
る
程
度
そ
の
う
ち
に

沈
香
が
存
す
る
こ
と
が
解
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
』

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
木
を
山
か
ら
材
り
出
し
都
へ
運
ぷ
に
し
ろ
、
或
は
南
方
の

國
々
か
ら
輸
入
す
る
に
し
ろ
大
変
な
労
力
亡
経
済
上
の
無
駄
と
を
引
き
換
え
に
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す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
考
え
る
と
こ
の
話
し
は
や
は
り
単

な
る
作
り
話
し
か
、
極
度
な
誇
張
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も

『
太
平
御
覧
・
香
部
』
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
『
杜
賓
大
業
拾
遺
録
』
に
、

　
　
尚
書
令
楊
素
大
業
中
東
都
宅
造
沈
香
堂
甚
精
麗
新
泥
堂
詑
閉
之
三
月
後
開

　
祠
四
壁
並
爲
新
血
所
酒
腹
氣
鰯
人

　
　
⑯
　
尚
書
令
の
楊
素
、
大
業
中
東
都
の
宅
に
沈
香
の
堂
を
造
る
。
甚
だ
精
麗
に
し
て

　
　
　
新
泥
、
堂
詑
り
て
之
を
閉
じ
、
三
月
の
後
開
き
て
四
壁
を
視
る
に
、
並
に
新
血
の

　
　
　
酒
す
る
所
と
為
り
、
腫
気
、
人
に
鰯
る
。

　
と
あ
る
。
こ
の
場
の
「
沈
香
堂
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
解
り
か

ね
る
が
、
堂
全
体
を
沈
香
の
木
で
造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
事
文
類
聚
績
集
・
巻
十
二
』
に
、

　
　
唐
敬
宗
時
波
斯
進
沈
香
亭
子
材
拾
遺
李
漢
諌
日
沈
香
爲
亭
何
異
瑠
蔓
婁
室

　
　
⑫
　
唐
の
敬
宗
の
時
、
波
斯
、
沈
香
亭
子
の
材
を
進
る
。
拾
遺
李
漢
、
諌
め
て
日

　
　
　
く
、
沈
香
に
て
亭
を
為
る
は
、
何
ぞ
璃
蔓
、
壇
室
と
異
ら
む

　
と
見
え
、
沈
香
で
亭
を
作
る
の
は
賛
澤
に
過
ぎ
る
と
帝
が
諌
め
ら
れ
て
い
■
る

の
で
あ
る
。
堂
は
恐
ら
く
亭
よ
り
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
し
、
使
用
さ
れ
る
木
材

も
亭
よ
り
は
多
い
で
あ
ろ
う
』
し
か
し
五
代
後
梁
の
頃
の
撰
と
言
わ
れ
る
『
天

賓
遺
事
』
に
は
、

　
　
楊
國
忠
葺
用
沈
香
爲
閣
以
檀
香
爲
欄
濫
以
魔
香
乳
香
箭
土
和
爲
泥
飾
閣
壁

　
毎
於
春
時
木
有
薬
盛
開
之
際
聚
賓
於
此
閣
上
賞
花
焉
禁
中
沈
香
之
亭
殆
不
律

　
此
牡
麗
也

　
　
⑯
　
楊
国
忠
、
嘗
っ
て
沈
香
を
用
っ
て
閣
を
為
り
、
檀
香
を
以
っ
て
欄
濫
を
為
り
、

　
　
　
魔
香
、
乳
香
、
箭
土
を
以
っ
て
和
し
て
泥
と
な
し
、
閣
壁
を
飾
る
。
毎
に
春
時
に

　
　
　
於
て
、
木
筍
薬
盛
に
開
く
の
際
、
賓
を
此
の
閣
の
上
に
聚
し
て
、
花
を
賞
ナ
。
禁

　
　
　
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
一

　
　
　
中
沈
香
の
亭
の
始
め
な
り
、
此
の
牡
麗
に
偉
し
か
ら
ず
。

　
．
ど
あ
る
。
こ
れ
も
沈
香
堂
と
略
同
じ
趣
興
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場

合
は
明
か
に
楊
国
忠
の
権
勢
を
や
ゆ
し
そ
の
華
美
な
生
活
が
如
何
に
王
権
を
凌

ご
う
と
し
て
い
る
か
を
強
調
す
る
為
に
作
ら
れ
た
話
し
と
し
て
の
感
じ
が
強

い
。

　
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
沈
香
に
は
一
般
に
二
種
類
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
は
沈
香
は
僅
少
高
価
貴
重
な
香
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
第
二
は
高
価
貴
重
で
は
あ
る
が
、
僅
少
で
は
な
く
、
大
樹
、
大
木
を
な
く

木
材
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
う
し
た
二
つ
の
認
識
が
何
故
起
っ
て
来
た
か

は
、
恐
ら
く
沈
香
が
、
種
類
や
そ
の
数
の
多
い
所
謂
香
草
で
は
な
く
、
種
類
も

数
も
少
い
香
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
採
取
の
方
法
と
過
程
の
中
に
大

樹
大
木
と
し
て
の
認
識
を
強
く
与
え
る
よ
う
な
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
由
来

す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

四
、
香
と
し
．
て
の
沈
香
．

　
香
が
そ
の
匂
い
そ
の
も
の
を
楽
し
む
も
の
と
し
て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
宋
代
以
後
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
が
も
た
ら

さ
れ
、
同
時
に
香
も
多
種
類
に
亘
っ
て
入
っ
て
来
て
、
仏
教
が
隆
盛
を
迎
え
る

と
と
も
に
香
も
、
所
謂
御
香
と
し
て
、
貴
族
以
外
の
階
層
に
ま
で
広
が
る
と
い

う
時
期
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
香
は
、
他

の
匂
い
を
消
す
為
に
用
い
ら
れ
る
と
か
、
或
い
は
邪
気
を
払
う
と
い
っ
た
儀
礼

的
習
俗
、
或
は
気
を
清
浄
に
し
て
健
康
な
体
に
す
る
と
言
っ
た
よ
う
な
、
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
一
号

の
大
目
的
を
達
成
す
る
為
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
宋
代
以
後
は
、
香
は
手
段
か
ら
脱
皮
し
て
、
目
的
自
身
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
　
香
嚴
童
子
白
僅
言
我
諸
比
丘
焼
水
沈
香
香
氣
寂
然
來
入
鼻
中
非
水
非
空
非

煙
非
火
去
無
所
著
來
無
所
從
由
是
意
錨
讃
明
無
漏
得
阿
羅
漢

　
　
⑬
　
香
厳
童
子
、
仏
に
白
し
て
言
う
、
我
が
諸
の
比
丘
水
沈
香
を
焼
く
。
香
気
寂
然

　
　
　
と
し
て
来
り
て
鼻
に
入
る
。
水
に
非
ず
、
空
に
非
ず
、
煙
に
非
ず
、
火
に
非
ず
。

　
　
　
去
り
て
著
つ
所
無
く
、
来
り
て
従
う
所
無
し
。
是
れ
に
由
り
て
、
意
鎖
し
、
明
を

　
　
　
発
し
て
、
漏
る
る
こ
と
無
し
、
阿
羅
漢
を
得
た
り
。

　
と
い
う
説
話
が
『
事
文
類
聚
績
集
』
に
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
、
香
の
持
つ
悦

惚
性
と
で
も
言
う
べ
き
極
度
な
清
浄
感
が
、
宗
教
儀
礼
と
し
て
の
仏
教
に
と
っ

て
要
求
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
同
時
に
香
が
他
の
諸

々
か
ら
独
立
し
て
独
自
の
「
香
道
」
を
拓
く
契
期
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
三
十
二
種
の
香
（
香
薬
）
が
あ
げ
ら
れ
、
鑑
真
が

船
に
つ
み
込
ん
だ
香
は
十
二
種
類
に
の
ぼ
る
。
仏
教
を
通
し
て
香
は
そ
の
種
類

と
用
途
を
広
め
、
人
々
の
香
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
初
め
て
そ
の
匂
ひ
の
中

に
込
め
ら
れ
た
神
秘
性
に
目
覚
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
宋
の
洪
錫
の
『
香
譜
』
に
は
二
十
数
種
の
香
法
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
』
そ
の

中
で
沈
香
を
用
い
る
も
の
は
約
八
種
あ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
に
掲
げ
て
み
る
と

　
　
　
蜀
王
薫
御
衣
法

　
　
丁
香
議
香
沈
香
檀
香
爵
香
各
一
雨
甲
香
三
雨
製
如
常
法
指
爲
末
用
白
沙
蜜

　
軽
煉
過
不
褐
熟
用
合
和
令
勺
入
用
之

　
　
　
江
南
李
主
張
中
香
法

　
　
用
沈
香
一
雨
細
釧
加
以
鶉
梨
十
枚
研
取
汁
銀
器
内
盛
却
蒸
三
次
梨
汁
乾
副

用
之
．

三
四

　
　
唐
化
度
寺
牙
香
法

　
沈
香
一
爾
五
銭
白
檀
香
五
爾
蘇
合
香
一
雨
甲
香
一
雨
煮
龍
脳
牛
爾
爵
香
牟

爾
細
到
揚
爲
末
用
馬
尾
箭
羅
煉
蜜
漢
和
得
所
用
之

　
　
擁
文
徹
郎
中
牙
香
法

　
沈
香
檀
香
甲
香
議
香
各
一
雨
黄
熟
香
一
雨
龍
爵
各
牛
雨
指
羅
爲
末
煉
蜜
枠

和
勺
入
新
餐
器
中
貯
之
密
封
埋
地
中
一
月
取
出
用

　
　
牙
香
法

　
沈
香
白
檀
香
乳
香
青
桂
香
降
員
香
龍
脳
甲
香
灰
汁
棄
少
時
取
出
放
冷
用
甘

水
浸
一
宿
取
出
令
焙
乾
爵
香
已
上
八
味
各
牛
爾
掲
羅
爲
末
煉
蜜
枠
令
匂
別
將

龍
脳
疑
香
於
浄
器
研
細
入
令
勺
用
之

　
　
又
牙
香
法

　
黄
熟
香
醸
香
沈
香
各
五
雨
檀
香
零
陵
香
蕾
香
甘
松
丁
香
皮
各
三
雨
爵
香
甲

香
三
雨
黄
澤
漿
棄
一
臼
後
用
酒
棄
一
日
硝
石
龍
脳
各
三
雨
乳
香
牛
雨
除
硝
石

龍
脳
乳
疑
同
研
細
外
將
諸
香
指
羅
爲
散
先
用
蘇
合
油
一
茶
匙
許
更
入
煉
過
蜜

二
斤
撹
和
令
匂
以
盗
合
貯
之
埋
地
中
一
月
取
出
用
之

　
　
又
牙
香
法

　
沈
香
四
雨
檀
香
五
雨
結
香
警
香
零
陵
香
甘
松
各
四
爾
丁
香
皮
甲
香
各
二
分

疑
香
龍
脳
各
三
雨
茅
香
四
雨
焼
灰
爲
細
末
煉
蜜
和
勺
用
之

　
　
又
牙
香
法

　
白
檀
香
八
雨
細
壁
作
片
子
以
臓
茶
清
浸
一
宿
取
出
焙
令
乾
用
蜜
酒
中
拝
令

得
所
再
浸
一
宿
慢
火
焙
乾
沈
香
三
雨
生
結
香
四
雨
龍
脳
欝
各
牛
爾
甲
香
一
爾

先
用
灰
麦
次
用
生
土
麦
次
用
酒
蜜
棄
漉
出
用
易
絡
龍
爵
別
研
外
諸
香
同
掲
羅
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入
生
蜜
拝
匂
以
姿
罐
貯
誓
地
中
月
鎗
出

　
⑳
　
　
蜀
王
薫
御
衣
法

　
　
　
丁
香
、
醸
香
、
沈
香
、
檀
香
、
爵
香
を
各
一
雨
、
甲
香
三
両
、
製
す
る
は
常
法

　
　
の
如
し
。
鎧
き
て
末
と
為
し
白
沙
蜜
を
用
っ
て
軽
く
煉
り
、
過
し
熟
す
る
を
得

　
　
ず
。
用
っ
て
合
し
和
し
て
勺
く
入
れ
令
め
て
之
を
用
う
。

　
　
　
　
江
南
李
主
張
中
香
法

　
　
　
沈
香
一
両
、
細
か
く
倒
り
た
る
を
用
っ
て
、
加
う
る
に
鶏
梨
十
枚
研
り
て
取
り

　
　
し
汁
を
以
っ
て
し
、
銀
器
の
内
に
盛
り
、
却
っ
て
三
次
蒸
し
、
梨
汁
乾
す
れ
ば
即

　
　
ち
之
を
用
う
。

　
　
　
　
唐
化
度
寺
牙
香
法

　
　
　
沈
香
一
両
五
銭
、
白
檀
香
五
両
、
蘇
合
香
一
両
、
甲
香
一
両
を
衰
て
、
龍
脳
牛

　
　
両
、
魔
香
牛
両
細
か
く
蜘
り
、
揚
き
て
末
と
為
し
、
馬
尾
を
凧
い
て
飾
羅
し
、
蜜

　
　
を
煉
り
て
漫
し
て
和
し
て
所
を
得
れ
ば
之
を
用
う
。

　
　
　
擁
文
徹
郎
中
倒
香
法

　
　
　
沈
香
、
檀
香
、
甲
香
、
護
香
各
一
両
、
黄
熟
香
一
両
、
龍
・
魔
各
牛
両
を
揚
き

　
　
羅
し
て
末
と
為
し
、
蜜
を
煉
り
て
伴
し
和
し
て
勺
く
し
、
新
姿
器
の
中
へ
入
れ
、

　
　
之
を
貯
し
て
密
封
し
、
地
中
に
埋
し
て
一
月
、
取
出
用
う
。

　
　
　
　
牙
香
法

　
　
沈
香
、
白
檀
香
、
乳
香
、
青
桂
香
、
降
真
香
、
龍
脳
、
甲
香
の
灰
汁
を
少
時
麦

　
　
て
、
取
り
出
し
て
冷
な
る
に
放
く
。
甘
水
を
用
っ
て
浸
す
こ
と
一
宿
、
取
り
出
し

　
　
て
焙
し
乾
せ
し
め
、
爵
香
は
已
に
八
味
に
上
り
、
各
牛
両
を
鴉
き
て
羅
し
て
末
と
．

　
為
し
、
蜜
を
煉
い
て
伴
し
て
勺
く
せ
し
め
、
別
に
龍
脳
、
爵
香
を
將
い
て
、
冷
器

　
　
に
於
て
紬
く
研
り
、
入
れ
て
匂
く
せ
し
め
之
を
用
う
。

　
　
　
又
牙
香
法

　
　
黄
熟
香
、
議
香
、
沈
香
各
五
両
、
檀
香
、
零
陵
甲
、
蛮
香
、
甘
松
、
丁
香
皮
各

　
三
両
、
魔
香
、
甲
香
三
両
、
黄
泥
漿
を
麦
る
こ
と
一
日
の
後
、
酒
を
用
っ
て
衰
る

　
こ
と
一
日
。
硝
石
、
龍
脳
各
三
両
、
乳
香
牛
両
を
、
硝
石
、
龍
脳
、
乳
香
、
爵
は

　
同
に
細
く
研
り
た
る
を
除
い
た
外
は
、
諸
香
を
將
い
て
携
き
て
羅
し
て
散
と
為

　
す
。
先
づ
蘇
合
油
一
茶
匙
許
り
、
更
に
蜜
二
斤
に
過
ぎ
る
を
入
れ
て
煉
り
、
撹

　
　
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
呑
に
つ
い
て

　
　
　
し
、
和
し
て
匂
く
せ
令
め
、
盗
を
以
っ
て
合
せ
て
之
を
貯
し
、
地
中
に
埋
し
て
一
■

　
　
　
月
、
取
り
出
し
て
之
を
用
う
。

　
　
　
　
　
又
牙
香
法

　
　
　
　
沈
香
四
両
、
檀
香
五
両
、
結
香
、
蕾
香
、
零
陵
香
、
甘
松
各
四
両
、
丁
香
皮
、

　
　
　
甲
香
各
二
分
、
欝
香
、
龍
脳
各
三
両
、
茅
香
四
両
、
焼
灰
を
細
き
末
と
為
し
、
蜜

　
　
　
を
煉
り
て
和
し
て
匂
く
し
て
之
を
用
う
。

　
　
　
　
　
又
牙
香
法

　
　
　
　
白
檀
香
八
雨
在
細
く
壁
り
て
片
子
と
作
し
、
磁
茶
の
清
な
る
を
以
っ
て
浸
す
こ

　
　
　
　
と
一
宿
。
取
り
出
し
て
焙
し
て
乾
せ
令
め
、
蜜
を
用
っ
て
酒
中
に
拝
し
、
所
を

　
　
　
得
さ
令
め
て
再
び
浸
す
こ
と
一
宿
。
慢
な
る
火
に
て
焙
し
て
乾
す
。
沈
香
三
両
、

　
　
　
生
結
香
四
両
、
龍
脳
、
轟
各
牛
両
、
甲
香
一
両
を
先
づ
灰
を
用
っ
て
煮
て
、
次
い

　
　
　
で
生
土
を
用
っ
て
煮
し
、
次
い
で
酒
蜜
を
用
っ
て
煮
し
、
漉
出
し
て
用
う
。
男
に

　
　
　
龍
・
魔
を
將
い
て
別
に
研
り
た
る
外
に
、
諸
香
同
に
揚
き
て
羅
し
、
生
蜜
を
入
れ

　
　
　
て
拝
し
勺
く
し
、
盗
鍵
を
以
っ
て
地
中
に
貯
害
し
、
月
錯
に
し
て
出
す
。

　
以
上
で
あ
る
が
こ
れ
等
に
共
通
す
る
の
は
、
第
二
の
帳
中
香
法
を
除
い
て
他

は
凡
て
蜜
が
煉
り
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蜜
は
一
般
に
は

香
部
の
中
に
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
特
別
な
匂
い

は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
先
に
掲
げ
た
、
『
本
草
綱
目
』
の
李
時
珍
の
記

述
に
従
え
ば
、
「
縁
沈
香
中
有
蜜
香
、
遼
詑
爲
木
香
」
で
あ
り
、
そ
の
木
香
は

ま
た
「
本
名
蜜
香
、
因
其
香
氣
如
蜜
也
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
蜜
の
匂
い
も

当
然
な
が
ら
香
に
準
じ
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
甲
香
や
爵
香
の
よ

う
に
、
鼻
孔
を
衝
く
よ
ヶ
な
強
い
匂
い
を
蜜
の
甘
臭
で
緩
和
さ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
最
初
の
蜀
王
の
薫
■
衣
法
で
は
香
醸
、
沈
香
、
檀
香
は
略
同
種
の
香
で
あ

り
、
爵
香
と
甲
香
が
こ
の
香
の
特
徴
的
な
香
源
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ

れ
を
蜜
に
よ
っ
て
謝
和
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
薫
衣
の
方
法
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
洪
搦
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
概
略
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
．
第
二
十
四
巻
第
一
号

る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
薫
香
法

　
凡
薫
衣
以
沸
湯
一
大
駆
置
薫
籠
下
以
所
薫
衣
覆
之
令
潤
氣
通
徹
貴
香
入
衣
難

　
散
也
然
後
於
火
櫨
中
焼
香
餅
子
一
枚
以
灰
蓋
或
用
薄
銀
楳
子
尤
妙
置
香
在
上

■
薫
之
常
令
姻
得
所
薫
詑
盤
衣
隔
宿
衣
之
敷
日
不
散

　
　
⑳
　
薫
香
法
■

　
　
　
　
凡
そ
衣
を
薫
ず
る
に
は
、
沸
し
た
る
湯
、
一
の
大
甑
を
以
っ
て
薫
籠
の
下
に
置
。

　
　
　
き
、
薫
ず
る
所
の
衣
を
以
っ
て
之
を
覆
ひ
て
潤
氣
通
徹
せ
令
め
ば
、
貴
香
衣
に
入

　
　
　
り
て
散
じ
難
き
な
り
。
然
後
に
、
火
櫨
の
中
に
於
い
て
香
を
焼
く
こ
と
餅
子
一

　
　
　
枚
、
灰
蓋
を
以
っ
て
す
る
か
、
或
い
は
薄
き
銀
楳
子
を
用
っ
て
す
る
な
り
。
尤
も

　
　
　
妙
な
る
は
、
香
を
薫
に
上
ず
る
の
常
に
在
る
を
置
き
、
姻
を
し
て
所
を
得
さ
令
む

　
　
　
る
な
り
。
薫
ず
る
こ
と
詑
れ
ば
衣
を
畳
み
、
宿
を
隔
て
て
之
を
衣
る
、
数
日
に
し

　
　
　
て
散
さ
ず
。

　
最
初
、
衣
を
熱
湯
の
蒸
気
で
十
分
に
湿
ら
し
て
お
い
て
か
ら
薫
ず
る
よ
う
で

あ
る
。

　
次
の
帳
中
香
法
は
、
「
鶏
梨
十
枚
研
取
汁
」
と
あ
る
が
、
こ
の
鶉
梨
と
は
鶉

黎
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
く
、
『
本
草
綱
目
、
梨
』
の
「
集
解
」
■
に
は

　
　
頒
日
醤
方
相
承
用
乳
梨
鶉
黎
乳
黎
出
宣
城
皮
厚
而
肉
實
其
味
極
長
鶉
黎
河

之
南
北
州
郡
皆
有
之
皮
薄
而
漿
多
味
差
短
其
香
則
過
之

　
　
⑳
　
類
日
く
、
医
方
相
い
承
る
は
、
乳
黎
・
鶉
梨
を
用
っ
て
す
る
な
り
。
乳
梨
は
宣

　
　
　
城
に
出
ず
、
皮
厚
く
し
て
肉
実
し
、
其
の
味
極
め
て
長
な
り
。
鵜
梨
は
、
河
之
南

　
　
　
北
の
州
郡
皆
之
有
り
。
皮
薄
く
し
て
漿
多
し
、
味
差
に
し
て
短
、
其
の
香
、
則
ち

　
　
　
之
に
週
ぐ
。

　
と
あ
り
、
梨
の
一
種
で
皮
が
薄
く
水
分
が
多
く
て
味
は
た
い
し
て
い
い
も
の

で
は
な
い
が
、
香
が
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
い
ま
言
う
所
の
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

梨
（
竜
ε
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
．
や
は
り
香
に
多
大
な
関
心
を
示
し
、

『
桂
海
香
志
』
『
桂
海
花
木
志
』
な
ど
を
残
し
た
宋
の
萢
成
大
の
『
左
丘
黎
園

詩
』
に
、

　
　
汗
後
鵜
築
爽
似
沐
花
身
耐
久
老
猶
榮
、

　
　
⑳
　
汗
の
後
、
鶏
築
は
爽
に
し
て
沐
に
似
た
り
、
花
身
は
耐
う
る
こ
と
久
し
■
く
し
て

　
　
　
老
い
て
も
猶
お
榮
ゆ
。

　
の
句
で
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鵡
梨
は
こ
こ
の
記
述
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
当
美
味
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
汁
に
浸
し
た
も
の
を
蒸
し

て
乾
か
し
た
も
の
を
用
い
る
と
『
香
譜
』
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
。
ど
の
よ
う
に
「
用
」
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
香
嚢
に
で
も
入
れ
て
帳
中

四
隔
に
で
も
ぷ
ら
さ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
人
小
説
、
張
文
成
の
『
遊
仙

窟
』
に
、

　
　
④

　
　
遂
引
少
府
、
向
十
娘
臥
虜
、
屏
風
十
二
扇
、
養
部
五
三
帳
、
雨
頭
安
繰

　
慢
、
四
角
垂
香
嚢
、
横
櫛
、
萱
殼
子
、
蘇
合
、
緑
沈
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
せ

　
　
⑳
　
遂
に
少
府
を
引
て
十
娘
が
臥
る
虚
に
向
う
。
扉
風
十
二
扇
、
姦
郵
五
三
帳
あ

　
　
　
　
　
ム
た
　
　
　
肚
L
　
い
ろ
く
　
　
山
た
ひ
呂
抽
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
り
。
雨
つ
の
頭
に
繰
の
慢
を
安
き
、
四
角
に
香
嚢
を
垂
た
り
。
積
椰
、
董
薙
子
、

　
　
　
蘇
合
、
緑
沈
香
あ
り
。

　
と
あ
る
の
を
連
想
さ
せ
る
。
或
は
こ
れ
も
や
は
り
帳
中
に
て
香
櫨
で
薫
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
番
に
挙
げ
た
唐
化
度
寺
牙
香
法
と
い
う
は
、
四
種
の
棄

汁
に
龍
爵
の
香
を
粉
末
に
し
て
、
馬
の
尻
尾
の
毛
で
作
っ
た
箭
で
振
っ
た
も
の

を
合
せ
て
、
そ
れ
を
蜜
に
入
れ
て
煉
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
得
所
用

之
」
と
い
う
言
う
表
現
は
屡
々
出
て
来
る
が
具
体
的
に
は
解
り
難
い
。
次
の
薙

文
徹
中
牙
香
法
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
は
今
ま
で
の
方
法
と
あ
ま
り
異
っ
て

い
な
い
が
、
最
後
に
、
「
匂
入
新
盗
器
中
貯
之
、
密
封
埋
地
中
、
一
月
取
出
用
」
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と
あ
る
の
に
興
味
が
も
た
れ
る
。
密
封
し
て
地
中
に
埋
め
る
の
は
如
何
な
る
効

果
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
月
の
問
に
、
中
に
収
め
ら
れ
た
香
に

如
何
な
る
変
化
が
起
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
拓
本
用
の
墨
汁
を
作
る
時
は
、
普
通

の
墨
か
ら
ニ
カ
ワ
質
を
取
り
除
い
た
方
が
よ
い
の
で
、
摺
っ
た
墨
じ
る
を
盗
に

入
れ
て
何
ケ
丹
か
放
置
し
、
墨
じ
る
に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
カ
ワ
質
を
腐
敗
さ
せ

て
消
去
す
る
と
い
う
方
法
を
取
る
と
い
う
、
こ
の
場
合
も
或
は
同
様
の
意
味
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
混
合
さ
れ
た
香
液
・
香
粉
の
中
に
は
、
目

的
と
す
る
香
を
作
る
為
に
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
何
物
か
が
当
初
か
ら
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
除
去
す
る
為
に
、
盗
に
入
れ
て
放
置
し
、
腐
ら
せ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
一
ケ
月
と
い
う
期
間
は
短
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る

し
、
ま
た
短
期
間
に
腐
敗
す
る
よ
う
な
も
の
は
こ
こ
に
は
合
ま
れ
て
い
そ
う
に

も
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
こ
れ
は
単
に
香
と
蜜
と
を
よ
く
な
じ
ま
せ
る
為
の
処
置
■

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
「
取
出
用
」
の
「
用
」
と

は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
用
な
の
か
、
帳
中
香
法
の
場
合
と
全
く
伺
じ
疑
問
が

起
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
次
の
・
牙
香
法
で
は
、
各
種
の
灰
汁
■
を
、
．
「
棄
少
時
取
出

放
冷
」
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
灰
汁
」
と
は
一
体
ど
う
言
う
も
の

で
あ
ろ
う
か
、
単
に
燃
し
た
後
の
灰
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
香
で
も
木

質
の
物
体
で
あ
る
な
ら
灰
侃
た
だ
の
炭
素
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
或
は
燃
し

た
後
に
出
る
ヤ
ニ
の
よ
う
な
も
の
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

灰
汁
に
つ
い
て
は
先
に
甲
煎
粉
の
所
で
掲
げ
た
『
本
草
綱
目
』
の
「
附
方
」
に

も
出
て
来
て
お
り
、
や
は
り
何
等
か
の
、
単
な
る
灰
汁
で
な
い
意
味
が
附
与
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
更
に
三
種
の
牙
香
法
が
あ
る
が
、
そ
の

中
に
は
黄
泥
漿
な
ど
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
物
質
や
、
硝
石
な
ど
火
薬
の
原
料

　
　
　
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て

に
な
る
よ
う
な
物
質
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
香
を
香
と
し
て
そ
の
匂
い
を
最

大
限
に
提
供
さ
せ
る
為
に
は
、
所
謂
香
以
外
の
多
様
な
物
質
の
介
在
を
必
要
と

す
る
ら
し
い
。
こ
の
牙
香
法
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
香
に
「
結
香
」
が
あ
る
。
い

ま
あ
げ
た
中
に
も
ニ
ケ
所
程
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
本
草
』
の
沈
香
の
条
に

「
集
解
」
と
し
て
、

　
　
宗
爽
日
嶺
南
諸
郡
悉
有
傍
海
虜
尤
多
交
幹
連
枝
岡
嶺
相
接
千
里
不
絶
葉
如

　
冬
青
大
者
数
抱
木
性
虚
柔
山
民
以
構
茅
魔
或
爲
橋
梁
爲
狗
甑
爲
狗
槽
有
香
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
百
無
二
一
蓋
木
得
水
方
結
多
在
折
枝
枯
幹
中
或
爲
沈
或
爲
煎
或
爲
黒
熟
旨
枯

　
　
　
　
　
③

　
死
者
謂
之
水
盤
香
南
恩
高
賓
等
州
惟
産
生
結
香
蓋
山
民
入
山
以
力
研
曲
幹
斜

　
枝
成
次
経
年
得
雨
水
浸
漬
遂
結
成
香

　
　
⑳
　
宗
爽
日
く
、
嶺
南
の
諸
郡
悉
く
有
り
。
海
に
傍
す
る
虚
尤
も
多
し
。
幹
を
交
し

　
　
　
枝
を
連
ぬ
。
岡
嶺
相
接
し
て
千
里
絶
え
ず
。
葉
は
冬
青
の
如
く
、
大
な
る
者
は
数

　
　
　
抱
え
、
木
の
性
は
虚
に
し
て
柔
。
山
の
民
は
以
っ
て
茅
盧
を
構
う
。
或
い
は
橋
梁

　
　
　
を
為
り
、
狗
甑
を
為
り
、
狗
槽
を
為
る
。
香
有
る
者
は
百
に
、
二
一
二
も
無
し
。
蓋

　
　
　
し
木
は
水
を
得
れ
ぱ
方
に
結
し
、
多
く
は
折
枝
、
枯
幹
の
中
に
在
り
。
或
い
は
沈

　
　
　
を
為
り
、
或
い
は
煎
と
な
り
、
或
い
は
黄
熟
と
為
る
。
自
づ
か
ら
枯
死
し
た
る
者

　
　
　
は
、
之
を
水
盤
香
と
謂
う
。
南
恩
、
高
賓
等
の
州
は
、
惟
だ
生
結
蚕
を
産
す
る
の

　
　
　
み
。
蓋
し
山
の
民
は
山
に
入
り
て
、
力
を
以
っ
て
曲
幹
斜
枝
を
研
り
、
次
と
成

　
　
し
、
年
を
経
て
雨
水
を
得
て
浸
漬
す
札
ば
、
遂
に
結
し
て
香
と
成
る
な
り
。

　
と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
を
読
む
と
香
木
と
い
う
も
の
が
は
っ
き
り
し
な
く

な
っ
て
く
る
。
即
ち
、
こ
こ
に
、
「
或
爲
沈
、
或
爲
煎
、
■
或
爲
黄
熟
」
と
言
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
木
は
沈
香
の
木
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

『
本
草
』
は
そ
う
い
う
言
い
方
は
し
て
い
な
い
。
前
半
の
記
述
は
沈
香
や
、
黄

熟
香
を
解
説
す
る
時
の
記
述
と
は
似
か
よ
っ
て
い
る
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、

全
く
異
る
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
結
香
は
、
沈
香
の
木
そ
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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阪
南
論
集
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
一
号

生
ず
る
香
で
は
あ
る
が
、
そ
の
木
の
内
的
な
要
因
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
外
的

な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
そ
う

い
う
薄
ボ
ヤ
け
た
表
現
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
宗

夷
自
身
が
、
沈
香
の
木
と
黄
熟
香
の
木
と
は
同
じ
樹
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
解

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
れ
等
の
木
と
結
香
の
生
じ
る
木
と

が
果
し
て
同
一
の
樹
で
あ
る
か
ど
う
か
は
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
そ
れ
は
編
者
の
李
持
珍
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

事
は
結
香
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
青
木
香
、
木
香
、
青
桂
香
、
鶏
骨
香
や

更
に
薫
陸
香
、
栴
檀
香
等
に
も
及
ん
で
い
る
。
い
づ
れ
も
そ
れ
等
の
香
の
本
体

で
あ
る
木
樹
の
認
識
に
あ
る
種
の
混
乱
が
生
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
沈
香
に
纏
る
そ
の
周
辺
の
名
称
、
異
称
が
整
理
が
つ
か
な
い
ほ
ど
ヤ
タ
ラ

に
多
い
と
い
う
点
に
も
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
更

に
糾
明
整
理
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
次
稿
に
譲
る
。

　
扱
、
い
ま
ま
で
洪
魏
に
よ
る
い
く
つ
か
の
香
法
を
見
て
来
た
が
、
い
づ
れ
も

最
後
の
肝
腎
な
具
的
な
用
い
方
に
な
る
と
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
当
時
か
ら
香
法
そ
の
も
の
が
特
殊
の
技
術
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
常
に
公
に

さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
．
当
時
已
に
後
の
日
本
の
に
於

け
る
よ
う
な
香
道
家
の
一
統
が
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、

ど
ち
ら
の
場
合
で
も
香
の
調
合
は
や
は
り
箇
人
の
或
は
一
統
流
派
に
と
っ
て
の

極
秘
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
こ
の
『
香
譜
』
の
不

鮮
明
な
表
現
と
な
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注
②③

三
八

　
こ
の
「
掩
」
は
恐
ら
く
「
庵
」
で
あ
ろ
う
。
『
本
草
網
目
』
、
海
螺
の
釈
名
に
、

「
流
螺
假
猪
螺
摩
名
甲
香
時
珍
日
颪
與
螺
同
亦
作
姦
蔚
以
虫
颪
省
文
蓋
虫
之
颪
形

者
也
庵
音
掩
閉
藏
之
貌
」
と
あ
る
。

　
こ
の
場
合
の
「
煎
」
は
、
「
淺
（
香
）
」
で
あ
っ
て
、
「
煎
香
」
で
は
な
い
。

　
こ
れ
は
恐
ら
く
、
「
沈
水
香
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
沈
水
香
」
を
「
水
盤
香
」

と
い
う
例
は
こ
れ
以
外
に
見
な
い
が
、
「
水
盤
香
」
と
い
う
語
、
そ
の
も
の
も
他

に
そ
の
用
例
を
見
な
い
。

　
こ
れ
は
江
戸
初
期
無
刊
記
本
『
遊
仙
窟
』
（
和
泉
書
院
）
の
影
印
よ
り
ひ
き
つ

つ
し
た
。
訓
読
も
同
本
の
訓
読
を
と
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
五
月
九
日
受
理
）
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